

















世界の人々は学習権を持たなければならない。もし,女 性 も男性 も,よ り健康的な生活を営 も
うとするならば,「彼らは学習権を持たなければならない。……中略……学習活動はあらゆる教
育活動の中心に位置づけられ,人 々を,成 りゅき任せの客体から,自 らの歴史を作る主体に変
えてい くものである。」 としている。そこでは,教 育を受けることや学習することは,主 体的







の要因は 「性」である。極端に言えばこの 「性」の決定で,出 生前から既にあきらめの人生が
待ち受けているか,待 望の未来が約束されるかまでの対極に分かれることまである。しか しい
ずれの 「性」にしても人間であることには変わりはなく,男 性であれ,女 性であれその人の人
生はその人が主人公であるべきである。
人は人生の主人公になるために学習権を所有 し,学 習権が行使できる,或 いは保障される社
会が必要になる。学習権を行使する学習課題は,社 会的なものを対象とすることが多い。中で
も 「性」は社会的なものとしてよりも,む しろ私的なものとして取 り扱われてきた。私的なも
のは性に限らず,主 に家庭内で帰結されていた保育や介護 も学校教育で取 り組む学習課題の対
象にはなりえなかった。
ところが,少 子化が保育を,高 齢化が介護 を学習課題に変えていった。同様に,1981年 アメ
リカ国立 防疫セ ンターの機 関誌で新 しい病気 として,エ イズ(後 天性免疫不全症候群=
AIDS)が 報告 されてか らはエイズが社会的な学習課題になった。当初,日 本においてはエイ
ズ発症前のHIV感 染者の7割 が血友病患者であったことか ら,範 囲が特定された中での感染
症の扱いをしていた。その後,異 性間接触や母子感染により生殖年齢層に身近な感染症である
と認識されてか らは,エ イズ教育が性教育の代名詞のように学校に入ってきた。学校で行われ
るべ き性教育がエイズ教育でいいのか,さ らに生涯学習課題 として性教育を位置づけるに必要
なものは何かを検証 した。
2.目 的
今回生涯学習の課題 として,性 教育のあり方を取 り上げたのは,エ イズ問題が社会問題化 し
て,性 教育の必要性が出されてきた平成元年(1989年)の 教育指導要領にも,「性」の文言が
表立て出てこないからである。平成元年の小学校学習指導要領に書かれている保健学習の内容
は,① 体の発育と心の発達,② けがの防止,③ 病気の予防,④ 健康な生活でしか構成されてい
ない。
平成6年 度文部省編 「我が国の文教政策」の 「健康教育の充実」では,「近年の都市化,情
報化,核 家族化,少 子化など社会環境の急激な変化は,子 どもの心身の健全な発達に様々な影
響を与えている。また,国 民の健康 に対する関心が一層高 まってきてお り,心 身の健康の保持
増進 を図るために必要な知識及び態度の習得に関する教育である健康教育がますます重要に
なってきている。学校 においては,生 涯を通じて健康で安全な生活を送るためにの基礎を培う
ことになってお り,保 健,安 全,給 食の各分野にわたる指導が,「体育」,「保健体育」等の各
教科,「道徳」,「特別活動」など教育活動全体を通 じて実施されている。」 と書かれているだけ
である。続 く 「当面する健康問題への対応」で 「エイズ教育の充実」が出てくる。文部省がエ
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イズ教育の充実で求めているのは 「エイズを予防能力や態度 を育てるとともに,エ イズ患者 ・
感染者に対する偏見や差別を除 き人間尊重の精神を育てることが重要である。」 として,文 部
省は教職員の研修,教 材の配布,指 導資料の作成 ・配布などを行っているのであるが,は た し
てこれでいいのだろうか。確かにエイズ教育は性教育を学校で行 う糸口にはなったが,「 人間
の発達段階に応 じた性教育」 にはまだ遠い。
そこで現在小学校6年 に在籍する児童 とその保護者を対象にして,児 童が求める性教育と両
親が考える性教育を両側面から調査 した。「学校においては,生 涯を通 じて健康で安全な生活
を送るためにの基礎を培うこと」とされていることから,生 涯学習の基礎能力を付ける小学校
の教育で,社 会に関心や興味を持つことは重要である。小学校の性教育の目的は児童が性 を肯
定的に受け止め,生 命 と人権を基本にする生き方を薫育するこ とにあると考える。
3.方 法
0市 内の公立小学校6年 で担任の協力が得られた3ク ラスの児童105名 と,両 親の協力 も得
られた1ク ラスの児童35名 とその両親65名 を調査対象 とした。対象は児童数140名 と両親65名
である。調査方法は調査紙による記述式である。記述方法は,児 童 においてはクラス会等の時
間に教室内で記述 し,両 親はPTA行 事後に配布,そ の場で記述 しされた調査紙を回収した。
回答のあった男児58名,女 児62名 の120名 とその親である父親19名,母 親27名 の46名 をそれ
ぞれを分析対象 とした。回答のあった両親の年齢区分は35～39歳22名(父 親8名,母 親14名)、,





ところ,"よ い"が38.3%で もっとも高 く,続 いて"ま じめな"が33.3%,"恥 ずかしくない"
が24.2%,"幸 せ"が21.7%,"興 味がない"が15.8%と,5位 までのうち4つ が,プ ラスイ
メージに分類 した ものを選択 している。その中で男児が女児を上回るものは,"よ い"と"ま
じめな"と"幸 せ"で,逆 に女児が高いのは"恥 ずかしくない"と"興 味がない"で ある。女
児の"恥 ずか しくない"と"恥 ずかしい","興 味がある"と""興 味がない"は いずれも男児
を上回わっていた。"恥 ずかしくない"は27.4%あ り,"恥 ずかしい"は11.2%と"恥 ずかしく




2)児 童 の性 に関 す る知識 児 童 の 性 に関 す る知 識 で は"知 って い る"と"少 し知 っ て い る"
を合 わ せ る と74.2%あ る。"ほ とん ど知 ら ない"と"知 ら な い"を 合 わ せ る と25.8%あ り,具
体 的 に知 っ てい る もの は明 らか で な いが,何 らか の 知 識 は持 って い る。(表2)
表3は 表2で"知 って い る"と"少 し知 って い る"児 童 に対 し,性 に関 す る知 識 の 入手 先 を
設 問 した 。 男 児 で は"先 生"が42.7%と 最 も多 く,続 い て"友 人"と"テ レ ビ ・ラ ジ オ"が 同
率 の11.0%で あ る。 女 児 は"先 生"が30.1%,"両 親"23.7%,"テ レ ビ ・ラ ジ オ"17.2%,
"友 人"11
.8%で あ る。 男 児 ・女 児 に分 け て み る と,男 児 が 女 児 を上 回 っ て い るの は"先 生"
の み で あ る。 女 児 は"先 生"と"両 親"か らの 知 識 が5割 以 上 に達 して い る 。(表3)
性 の こ と に関 して 両 親 に質 問 した こ とが あ るか ど うか で は,6割 が"あ る"と 答 え て い る 。
男 児 で 質 問 した こ とが"あ る"の は48.1%で あ る の に対 し,"な い"は51.9%と,ほ ぼ2分
して い る。 しか し,女 児 は"あ る"が74.0%,"な し"が26.0%と い うよ う に,"あ る"が"な
い"の3倍 に達 してい る。(表4)
3)児 童 が 性 に関 して知 りたい こ と
知 りた い こ とを全 体 で み れ ば"エ イズ"が28.4%,"思 春 期 の発 育"が24.1%,"子 ど もの 生
まれ る こ と"が19.9%で あ る。 男 児 で は"エ イズ"が32.8%で,次 の"男 女 の 身体 の し くみ"
の20.3%,"思 春 期 の 発 育"18.8%を 大 き く上 回 っ て い る。 女 児 で は"思 春 期 の 発 育"が
28.6%,"エ イズ"が24.7%,"子 ど もの生 ま れ る こ と"が22.1%で,男 児 と女児 に分 け る と知
りたい こ とに は差 が あ る。(表5)
4)両 親 の性 教 育 へ の 関 わ り
回答 の え られ た両 親 数 は父 親19名,母 親27名 で あ る ため 傾 向 と しての み と ら える 。小 学 校 で
の性 教 育 の必 要 性 で は"必 要 あ り"が 大 半 で あ る。 家 庭 で 児 童 か ら性 に 関す る 質 問 を"受 け
た"経 験 の あ る両 親 と,"受 け てい な い"も の とは 集 計 で の差 は ほ と ん ど ない 。 父 親 で は"受
け て い な い"が"受 け た"よ り も多 い の に対 し,逆 に母 親 で は"受 け た"が"受 け て い ない"
よ りも多 い 。 同様 に家 庭 で 性 に 関 す る こ と を指 導 した経 験 も母 親 が"あ る"に 対 して 父 親 は
"な い"か"ほ とん ど ない"に 集 中 して い る
。 家 庭 で の性 に 関 す る質 問 や 指 導 は,児 童 か ら母
親 に さ れ て い る こ とか ら,小 学 校 で の性 教 育 を必 要 とす る母 親 が多 い傾 向 が で てい る。(表6)
5)児 童 ・両 親 が 望 む性 教 育担 当 者 と内容
児 童 が 性 の 知 識 を教 え て も らい た い もの で最 も多 い の は"本"で あ る。 次 に多 い の は男 児 は
ク ラ ス担 任 で あ る が,女 児 は"母 親"で あ る 。3番 目 は と もに"養 護 教 諭"に な って い る。 両
親 が性 教 育 の担 当 者 と して望 む の は"保 健 婦 ・助 産 婦"な どの看 護 職 で あ り,続 い て"両 親 自
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身",そ して"ク ラス担任"と なっている。児童が望むものと両親が意図 しているものとには
差が生 じている。(表7)
6)両 親が小学校の性教育で必要 と思うものと自身の経験
両親が小学校の性教育で必要と思うものは,"男 女の身体の しくみ"が23.1%で 両親間でも
ほぼ一致 して一番多い。次に母親の"初 潮"が 必要と思うの17.o%に 対 して,父 親は"性 道
徳"を15.7%が あげている。思春期 に関係するものが高位を占める中で"精 通現象"は4.9%
と低率である。また,両 親が小学校の時に受けた性教育は"男 女の身体のしくみ"と"初 潮"
であるが,父 親で"初 潮"を あげた ものがいない。両親自身が小学校の時に受けていな くて
も,児 童の性教育 として必要なもの として,"精 通現象"や"性 交","性 被害","遺 伝"を あ
げている。児童は自身が直面 しているであろう,"男 女身体の しくみ"や"思 春期関連"の こ
とを知 りたいとしている。(表8)
7)両 親が受けた性に関する質問と行 った性教育的指導
両親,特 に母親が児童から受けた性 に関する質問は,"出 産"が15.2%,"月 経"が14.1%,
"男女交際"が11
.0%,"発 毛"がll.0%の 順 になっている。家庭での性教育的指導のほとんど
は母親が行っている。性に関して児童が知 りたいことは"身 体関連"が 男女児とも50.5%を 越
えているが,両 親が児童から質問されたものは"身 体関連"と"結 婚"と"男 女交際"の 順で








き対応に困るから,性 教育に関 しては学外の人材 を活用する。」など受け身的な実施であるこ
とが多い。
小学校の卒業 を控えた時期に6年 生に行った今回の調査から,小 学校での性教育の課題が示
されている。児童は性に対 してプラスイメージを持ってお り,性 を大切にすることは生命尊重
の教育が達成で きたと考えられる。 これが今後の性教育の基本理念になってい くと予測 され
る。児童の性 に関する何 らかの知識は7割 方が持ってお り,知 識の入手先は男児は先生,テ レ
ビ ・ラジオ,友 人,先 輩の順に知識を外に求めようとしている。女児は先生,両 親,テ レビ ・
-137一
小学校高学年における性教育課題(波 川)
ラジオの順 に内側で集めていることになるが,先 生が男性か女性かでこの回答は変わって く
る。児童が性 に関して両親に相談 したことがあるか どうかで女児の7割 が質問し,男 児の半数
以上が質問していないのは,両 親のうちの母親が質問を受けていることが予想 される。質問の
内容から児童が知 りたい3位 までで,エ イズ,思 春期の発育は共通 しているが,男 児は男女の
身体のしくみ,女 児は子 どもが生 まれることをあげている。男女の二次性徴の速度の違いがこ
こにも現れていると考えられるが,男 児 ・女児の知識の入手先,質 問の受け手,知 りたいこと
の相違 を把握 して行う必要がある。
両親の性教育のかかわ りでは,性 教育の必要性は今回の両親の調査で も46名中41名が 「必要
である」 と回答 し,担 当者に保健婦 ・助産婦の看護職員,両 親自身,ク ラス担任,養 護教諭,
校医の順 をつけている。児童 に日常的にかかわる両親,ク ラス担任,養 護教諭などの役割であ
ることを表 している。児童が人物ではな く,性 に関することを教えてもらいたいの一番に本を
あげているのは,現 在の性教育では満足できてないことと,口 に出して教えてもらうよりも気
楽に知識を得ることがで きる背景があると考えられる。両親が小学校の性教育で必要と思 うも
は自身が受けてきたもの以上に,精 通現象や性交,性 被害,遺 伝などをあげてお り,社 会の動
きに合わせて性教育内容を変えてい くことが指摘されている。しかし,家 庭での性に関する質
問で,児 童が両親にしたものと児童が知 りたいことで一致 したのは,結 婚出産に関することだ
けであった。家庭内での指導は母親が行っていることが多 く,同 性間の答えを求める男児の質
問率を引 き下げていると考えられる。男女共存社会を担う時代 において学齢期での性教育は,
個別的には一番身近な大人である両親が当た り,集 団的には学校が担 う役割分担が見 えるマ
ニュアルが必要であることが示唆された。
義務教育以降の性教育についてアメリカの実施状況を,エ イズ予防財団リサーチレジデント
の東は 「高校 における性教育の実施を望む親は8割 を越え,エ イズ予防教育ともなれば95%前
後 という高い支持率が得 られている。アメリカの場合,学 校で子 どもが受ける教育の内容 に
よっては,親 の権限でその授業を欠席 させることも実際に見 られるが,『 自分の子 どもに性教
の
育を受けさせ ないようにしたい』 と答 えた親は全体の5%に も満たないと言われる。」 と報告
している。アメリカの高等学校教育でエイズ教育が行われていれば,日 本でもエイズ教育が継
続される。また,エ イズは今後も生殖年齢層に広がると予測 されているので,学 校でのエイズ
教育は充足 される可能性が高い。そこでエイズ教育から性教育へ質的に高めていくことが課題
として残 される。いずれにしろ性教育の必要性は生涯にわたって続 くと考えられるので,幼 児
期から高齢期 までの生涯学習における性教育(試 案)を 提示する。(表10)
性教育における家庭の役割は大 きく,子 どもが親元から巣立つまでは両親が性教育を担当す
ることが多 くなる。子 どもが成長 し,家 庭 を持った時点で担当者の世代交代が起こるが,家 庭
の場で行 うことは継続されてい く。学校は人間の発達段階に合わせた知育,体 育,道 育を行
い,さ らに生涯にわたる自己学習能力の基礎 を培 う場である。生涯学習課題の1つ として健康
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教育があり,そ の中に社会的規範の影響をより多 く受ける性教育がある。それに対 し生産年令
期はライフサイクルにおける主軸を占める時期であ り,社 会的な生産と生殖 を担 う人間活動を
集約 した性教育が存在する。教育の内容は発達過程 に合わせて行われるもので,人 間の発達は





生涯にわたって学び続けることは,豊 かな人生 と豊かな老後を経て豊かな終末期 を送るため
に必要なことである。生涯にわたって人生と表裏一体 となる性の教育 も同様である。高石は性
教育の問題を,「性教育 という表現 は,わ が国の教育課程のなかでは公式の用語 としてはみら
れない。 しか し,性 についての指導の必要なことは,今 や議論の余地はないところである。た











びたいか,教 育担当者が何 を伝えたいか,何 を学び取ってほしいか,児 童を保護する両親は何
を望んでいるかなども付加することである。そ してそれらのニーズが指導要領 に即 している
か,も し合わない ものであれば,指 導要領 を変えることも必要であるし,合 わない原因を探す
こともしなければならない。
しかし,社 会人 として働き始める15歳,18歳 以降の学習体系はなく,性 教育を担当する職種
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表1「 性 」 と い う言 葉 か ら受 け る イ メ ー ジ
(複数 回 答)N=120(男 児58,女 児62)(%)○ 順 位
プ ラス イ メ ー ジ 計 男児 女児
よい 46(38.3) 25(43.1)10 21(33.9)①
楽 しい 17(14.2) io(17.2) 7(11.2)
美 しい 12(lo.o> 10(17.2) 2(3.2)
幸せ 26(21.7) 18(31.0)3 8(12.9)
清い 13(10.8) 4(6.8) 9(14.5)
上品な 12(10.0) 10(17.2) 3(4.8)
きれい 11(9.2) 8(13.8) 3(4.8)
恥ずか しくない 29(24.2) 12(20.7) 17(27.4)3
興味ある 17(14.2) 8(13.8) 9(14.5)
まじめな 40(33.3) 22(37.9)02 18(29.0)02
マ イ ナ ス イ メ ー ジ 計 男児 女児
悪い 2(1.7) 1(1.7) 1(1.6)
楽 しくない 6(5.0) 4(6.9)03 2(3.2)3
み に くい o(o.o> o(o.o) o(o.o)
幸せでない 3(2.5) 2(3.4) 1(i.s>
い や ら しい s(s.s> 6(10.3)02 2(3.2)3
下品な 2(1.7) 2(3.4) o(o.o>
きたない 2(1.7) 1(1.7) 1(ユ.6)
恥ずか しい 11(9.2) 4(6.9)3 7(11.2)2
興味がない 19(15.8) 9(15.5)01 10(16.2)10
まじめでない 1(o.s> 1(1.7> o(o.o)
一140一






















雑誌まんが 12(6.8) 6(7.3) 6(6.5)
大人の雑誌 10(5.7) 4(4.9) 6(6.5)
辞典医学書 8(4.5) 4(.4.9) 4(4.3)
テ レビ ・ラ ジ オ 25(14.3) 9(11.0)02 16(17.2)③
先生 63(36.0) 35(42.7)0 28(30.1)①
電話相談 o(o.o) o(o.o> o(o.o>
友人 20(11.4) 9(11.0)2 11(11.8)
両親 29(16.6) 7(8.5) 22(23.7)②













性に関して知 りたいこと 計 男児 女児
男女の身体のしくみについて 21(14.9) 13(20.3)② 8(10.4)
思春期の発育について 34(24.1) 12(18.8)③ 22(28.6)0
結婚について 3(2.1) o(o.o> 3(3.9)
子 どもの生まれることについて 28(19.9) 11(17.2) 17(22.1)③
エ イズ につ い て 40(28.4) 21(32.8)① 19(24.7)②




両 小学校での 家庭で質問 家庭で指導






































計 41 2 3 23 22 18 20 7
父親 16 2 1 7 12 3 12 4









父親 9(4.8) s($.7) 1(0.9)
母親 41(20.4) 13(14.1) 28(25.7)② 両親 15(23.8)② 5 10
クラス担任 ls(s.o) 16(17.4)② ofo.o> クラス担任 11(17.5)0 2 9
養護教諭 36(17.9) 14(15.2) 22(20.1)③ 養護教諭 9(14.3) 3 6
校医保健婦助産婦 22(10.9) g($.7> 14(12.8) 校医 4(6.3) 1 3
本 48(23.9) 18(19.6)① 30(27.5)① 保健婦助産婦 22(34.9)① 9 13
テ レ ビ ・ラジ オ 17(8.5) 9(9.8) 8(7.3)




小学校の性教育で必要と思うもの 自身が受 児童が知 りた
性教育の内容 ○順位 けたもの い こ と(表5)
計(%) 父親(%) 母親(%) 計 父 母 計 男 女
男女の身体のしくみ 42(23.1) 17(24.3)① 25(22.3)0 21 6 15 21 3 8
思春期 24(13.2) 10(14.3)③ 14(12.5)0 4 2 2
＼
初潮について 27(14.9) 8(11.4) 19(17.o)O 22 0 22 34 2 2
精通現象 9(4.9) 3(4.3) 6(5.4) 0 0 0
男 らしさと女 らしさ 14(7.7) 7(io.o) 7(6.3) 7 4 3
受精 について 18(9.9) 6(8.6) 12(10.7> 3 0 3
性交について 10(5.5) 4(5.8) 6(5.4) 0 0 0
性道徳 25(13.7) 11(15.7)② 14(12.5)03 2 0 2
性被害 8(4.4) 2(2.9) 6(5.4) 0 0 0
遺伝 4(2.2) 2(2.9) 2(i.s> 0 0 0
その他 1(0.5) ofo.o) 1(o.s> 6 4 2
表9両 親が児童から受けた性に関する質問と児童に対して行 った性教育的な経験,性 に関し
て児童が知りたいこと(複 数回答)(%)○ 順位
性 に関する質問・ 児童から受けた質問 性教育経験 児 童 が 知 りた い こ と*龍
性的な経験項目 計 父親 母親 計 父 母 計 男児 女児
発毛 13(10.2) 4 7(7.1)
身 乳房 6(4.7) 0 6(6.1)
:
月経 16(12.6)② 2 14(14.1)
体 性器の違い
7(5.5) 2 5(5.1) ;
小計 42(33.1) 32(32.3) 16 3 13 55(54.5) 25(58.1) 30(51.7)
交尾 7(5.5) 1 s(s.1>
動
雄と雌の協力 5(3.9) 1 4(4.0)
物
小計 12(9.5) to(lo.i> 2 0 2
妊娠 io(7.s> 5 5(5.1)
結
出産 17(13.4)① 2 15(15.2)
婚
結婚 11(8.7) 3 g(s.i>
出
父母の関係 3(2.4) 1 2(2.0)
産
小計 41(32.3) 30(30.3) 8 1 7 ξ31(30.7) 11(25.6) 20(34.9)
スカー トめくり 4(3.1) 0 4(4.0)
性 身体に触れる 3(2.4) 0 3(3.0)
的 男女交際 14(11.0)③ 3 11(11.1)
交 接吻 4(3.1) 0 4(4.0)
遊 愛情 7(5.5) 2 5(5.1)







各期 幼 児 期 小学校前期 小学校後期 中学 校 期 高等学校期 青 年 期 成 人 期 高 齢 期
教 基本的生活習慣の確立 基本的生活習慣の確立 第二次性徴の自己受容 性機能の発達経過 生命の輕 母性・父性の蠏 と黝 次世代教育 性機能の変化
育 生命の韓 鱇 のセルフケア 性感染症予防 性の社会問題 性感染症予防 性の社会問題 生命の韓 男らしさと女らしさ
内 男女の違い 男女の身体のしくみ 生命の尊重 性の自己制御 性の自己制御・避妊 性の社会問題 生命の尊重
容 生命の韓 疾病とけがの予防 疾病とけがの予防 生命の尊重避妊 生命の尊重 性機能の変化
学 家庭 家庭 家庭 家庭 家庭 家庭 家庭 家庭
習 保育園 学校 学校 学校 学校 職場 職場 社会教育施設
場 幼欄 子ども会 交遊場所 交遊場所 保健所 社会教育施設 社会教育施設 交遊場所
所 社会教育施設 社会教育施設 学校
主 両親祖父母 両親祖父母 両親祖父母 両親祖父母 両親祖父母 両親 社会教育職員 社会教育職員
な 医師・保健婦 校医養護教諭 校医養護教諭 校医養護教諭 校医養護教諭 社会教育職員 職場医療職 福祉施設嬾
担 周囲の年長者 クラス担任 生活科 クラス担任理 科主任 クラス担任 社会教育職員 職場医療職 医療施設職員
当 保母 友人・兄弟姉妹 助産婦保健婦 助産婦保健婦 助産婦保健婦 保健婦
者 幼稚園教諭 助産婦・保健婦 保健所職員
媒 絵本・人形 書籍視聴覚機材 書籍・視聴覚機材 書箒視聴覚機材 書籍視聴覚機材 書籍 書籍 書籍
体 植物働物 植物働物 植物・動物 避妊具・体温計 医療模型避妊具 視聴覚機材 視聴覚機材 視聴覚機材
(なみかわ きょうこ 大分医科大学医学部看護学科)(1997年10月16日 受理)
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